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このセミナーはDPCデータの分析方法を紹介するものであり、 
製品の販売促進を意図したものではありません。 
実際にTableauを操作しながら受講される方は、 
５ページを参考にして、トライアル版のプログラムを 
インストールしておいてください。 
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http://www.tableausoftware.com/ja-jp 

▶ 米国 
▶ 2003年設立 
▶ Stanford大学

の研究から
spin-out 

▶ Windows / 
MacOS 

▶ 最新Version 
2019.2 
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Tableauの活用事例 
https://public.tableau.com/profile/kbishikawa#!/ 
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あるいは Tableau Reader (無償/利用者登録が必要) 

組織として使用する場合のライセンス 
(Tableau Serverを利用した管理) 
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トライアル版のセットアップ 
https://www.tableau.com/ja-jp/products/trial 
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Tableau Desktopでの作業の流れ 
▶ プログラムの起動 
▶ 新規ファイルの作成 
▶ データへの接続 
▶ ワークブックの保存 
▶ 抽出ファイルの作成 
▶ パッケージド・ワークブックのエクスポート 

 

▶ あとは、トライアル・アンド・エラー で データを可視化 
■ ワークシート の作成 
■ ダッシュボード にまとめる 

 場合によっては、ストーリーボード へ組み込む 
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スタートページ 
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初期画面 
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データへの接続 

読み込み可能なファイル形式 
(基本) 

読み込み可能なファイル形式 
(データベースサーバーなど) 



これから使うデモデータについて 
▶ DPC調査の様式１ファイル(縦持ち)データベース 

■ 含まれているペイロードの種類 
▶ 患者属性：A000010 
▶ 入院情報：A000020 
▶ 退院情報：A000030 
▶ 診療科 ：A000040 

▶ Tableauで事前準備 
■ Tableauデータ抽出(.hyper) ファイルを作成 
■ 変数の設定を変更 
■ 分析用の計算フィールドを追加(日付データなど) 

→使用するファイル： FF1demo2016.twbx (ver.2018.2) 
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様式１ファイルの例 
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施設 
コード 

データ 
識別番号 

入院 
年月日 

回
数
管
理
番
号 

統
括
診
療
情
報
番
号 コード バージョン 

連
番 

PL1 
(日付等) 

PL2 
(コード等) 

PL
3 

PL
4 

PL 
5 

PL
6 

PL
7 

PL
8 

PL9 
(可変長文字
列) 

999999999 0000000200 20140401 0 0 A000010 20140401 0 19950412 2               患者属性 
999999999 0000000200 20140401 0 0 A000020 20140401 0 20140401 0 0 0 100 0       入院情報 
999999999 0000000200 20140401 0 0 A000030 20140401 0 20140420 1 2 0           退院情報 
999999999 0000000200 20140401 0 0 A000031 20140401 0 20140401 20140420               様式1対象期間 
999999999 0000000200 20140401 0 0 A000040 20140401 0   260 0             診療科 
999999999 0000000200 20140401 0 0 A000050 20140401 0   1 0 1           病棟 
999999999 0000000200 20140401 0 0 A000060 20140401 0   1 0             診療目的・経  
999999999 0000000200 20140401 0 0 A006030 20140401 0   S4200             鎖骨骨折 医療資源 
999999999 0000000200 20140401 0 0 M070010 20140401 0   0               分子標的薬 

999999999 0000000100 20140401 0 0 A000010 20140401 0 19781127 1               患者属性 
999999999 0000000100 20140401 0 0 A000020 20140401 0 20140401 1 0 0 100 0       入院情報 
999999999 0000000100 20140401 0 0 A000030 20140401 0 20140420   0 0           退院情報 
999999999 0000000100 20140401 0 0 A000031 20140401 0 20140401 20140420               様式1対象期間 
999999999 0000000100 20140401 0 0 A000040 20140401 0     0             診療科 
999999999 0000000100 20140401 0 0 A000050 20140401 0   1 0 0           病棟 
999999999 0000000100 20140401 0 0 A000060 20140401 0     0             妊婦情報 
999999999 0000000100 20140401 0 0 A002010 20140401 0   0               医療資源 

ヘッダ ペイロード 



kishikaw@ncc.go.jp / 20190819 / 伏見班サマーセミナー：BIツールTableau入門 12 

デモデータへの接続 
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変数の確認 

読み込んだファィル 

ディメンジョン 
(質的変数) 

メジャー 
(量的変数) 

1. 変数の設定を必要に応じて変更 
→変数名を右クリック 
•ディメンジョン / メジャー 
•連続値 / 不連続値 
•データ型(数値 / 日付 / 文字列) 

2. 規定のプロパティを変更 
→変数名を右クリック 
•数値形式 / 色 など 
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集計項目の指定 

列：→方向に展開する変数 
行：↓方向に展開する変数 

1. 変数を行・列のいずれかにドロップ 
 

2. tableauが適切な表示方法を設定 
 



Tableauで作る、基本的な図表 
行 (縦軸) 列(横軸) 仕上がり 
ディメンジョン(カテゴリ) ディメンジョン(カテゴリ) → クロス集計表 / p16 
ディメンジョン(カテゴリ) メジャー(連続値) → (横)棒グラフ / p19 
メジャー(連続値) ディメンジョン(カテゴリ) → (縦)棒グラフ 
メジャー(連続値) メジャー(連続値) → 散布図 / p20 
緯度 経度 → 地図 / p22 

データの絞り込み → [フィルター] / p23 
骨格となる図表を作成してから、見た目(書式など)を調整 / p27-30 
全体の占める割合 / 累積度数 → [表計算]という機能を利用 / p31 

 

【その他のテクニック】 
円グラフ、折線グラフ → グラフの種類を変更して切り替え 
属性別(性別、年齢階級別など)のグラフ → ディメンジョンを追加(順番に注意) 
グラフの重ね合わせ → [２重軸] と [軸の同期] を利用 
うまくできた図表を[複製]して再利用、複数の図表をダッシュボードにまとめる 
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ディメンジョン 
×ディメンジョン 
＝表 

集計する変数を表にドロップ 

表中に集計値が表示される 

③ 

① 
② 

ちなみに… 
[Nadm]は「計算フィールド」 
→ countd([ADMid]) 

戻す 
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別名の追加 

①右ボタンクリック 

②表示する”別名”を入力 
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ワークシートの 
追加 

新しいワークシート 

ワークシートのタブを 
ダブルクリックして 
シート名を変更 
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ディメンジョン 
×メジャー 
＝棒グラフ 

列：→方向に展開する変数 
行：↓方向に展開する変数 

② 
① 

③棒グラフ→ 
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メジャー 
×メジャー 
＝散布図 

列：→方向に展開する変数 
行：↓方向に展開する変数 

1. 変数を行・列のいずれかにドロップ 
 

2. 入院を識別する変数を「詳細」にドロップ 
 

① 
② 

③ 



郵便番号の分析 
Tableau 2018.2 の標準機能の範囲で分析 

▶ ７桁郵便番号：そのまま分析可能 
▶ 地理的役割 の指定 

■ [FF1郵便番号] を右クリック → 郵便番号 

▶ 地図表示 
■ [FF1郵便番号] をダブルクリック… 
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３桁郵便番号にする場合 
(計算フィールド) 
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７桁郵便番号 

ダブルクリック ① 

サイズ へ ② 

東京都にズームイン ③ 
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診療科でフィルター 

右ボタンクリック 
① 

② 

③ 
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フィルター方法の変更 

右端の▼をクリック 
① 

② 
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フィルターの結果 



ご静聴ありがとうございました。 

以下は参考資料です 
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グリッド線 

←② 

①余白で右クリック 

←③ 
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色の変更 
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ラベルの追加 

「ラベル」にドロップ 
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ワークシートのコピー 

形式を選択 
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右ボタンクリック 

「表計算」 
① 

② 

③ 

入院 
経路別 
集計 



計算フィールド の準備(その１) 
患者属性、入院情報 
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名称 式 
入院年月日 DATE(DATEPARSE ( "yyyyMMdd", [H03入院年月日])) 

生年月日 DATE(DATEPARSE ( "yyyyMMdd",  
if [p_code]='A000010' then [payload1] else null end )) 

性別 if [p_code]='A000010' then [payload2] else null end 
郵便番号 if [p_code]='A000010' then [payload3] else null end 
入院経路 if [p_code]='A000020' then [payload2] else null end 
他院からの紹介 if [p_code]='A000020' then [payload3] else null end 
自院からの入院 if [p_code]='A000020' then [payload4] else null end 
予定・救急入院 if [p_code]='A000020' then [payload5] else null end 
救急車による搬送 if [p_code]='A000020' then [payload6] else null end 
入院前の在宅医療 if [p_code]='A000020' then [payload7] else null end 
自傷・自殺 if [p_code]='A000020' then [payload8] else null end 



計算フィールド の準備(その２) 
退院情報、様式１診療科 
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名称 式 

退院年月日 DATE(DATEPARSE ( "yyyyMMdd",  
if [p_code]='A000030' then [payload1] else null end )) 

退院先 if [p_code]='A000030' then [payload2] else null end 
退院時転帰 if [p_code]='A000030' then [payload3] else null end 
死亡_24時間以内 if [p_code]='A000030' then [payload4] else null end 
退院後の在宅医療 if [p_code]='A000030' then [payload7] else null end 
様式１診療科 if [p_code]='A000040' then [payload2] else null end 
転科の有無 if [p_code]='A000040' then [payload3] else null end 



計算フィールド の準備(その３) 
患者属性、入院情報 
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名称 式 
IDpat (患者) H01施設コード + H02データ識別番号 
IDadm (入院) H01施設コード + H02データ識別番号 + H03入院年月日 
Npat countd(IDpat) 
Nadm countd(IPadm) 

入院時年齢 
DATEDIFF('year',[生年月日], [入院年月日]) + if   
right('0'+str(month([生年月日])),2)+right('0'+str(day([生年月日])),2) <  
right('0'+str(month([入院年月日])),2)+right('0'+str(day([入院年月日])),2) 
then -1 else 0 end 

FF1入院時年齢 {fixed [IDadm] : max([入院時年齢])} 

FF1年齢区分5段階 

if [FF1入院時年齢]< 15 then '0-14歳' ELSE  
if [FF1入院時年齢]< 40 then '15-39歳' ELSE  
if [FF1入院時年齢]< 65 then '40-64歳' ELSE  
if [FF1入院時年齢]< 75 then '65-74歳' ELSE '75歳以上' 
END END END END 

LOS (入院日数) datediff(‘day’,[入院年月日],[退院年月日])+1 
FF1LOS {fixed [IDadm] : max([LOS])} 34 



計算フィールド の準備(その４) 
患者属性、入院情報 
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名称 式 
FF1性別 {fixed [IDadm] : max([性別])} 
FF1郵便番号 {fixed [IDadm] : max([郵便番号])} 
FF1経路_入院 {fixed [IDadm] : max([入院経路])} 
FF1経路_退院 {fixed [IDadm] : max([退院先])} 
FF1他院からの紹介 {fixed [IDadm] : max([他院からの紹介])} 
FF1自院からの入院 {fixed [IDadm] : max([自院からの入院])} 
FF1予定・救急入院 {fixed [IDadm] : max([予定・救急入院])} 
FF1救急車搬送 {fixed [IDadm] : max([救急車による搬送])} 
FF1在宅医療_前 {fixed [IDadm] : max([入院前の在宅医療])} 
FF1在宅医療_後 {fixed [IDadm] : max([退院後の在宅医療])} 
FF1自傷・自殺 {fixed [IDadm] : max([自傷・自殺])} 
その他：退院先、退院時転帰、24時間以内の死亡、診療科、転科の有無 
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